
～ is ・・・.
You can ～. It’s ～．
だけでなく、Do you ～？
など、今までに学習した英
語表現を活用しながら、お
すすめの国や地域とその理
由をなどについて伝えること
ができる。

～ is ・・・ .
You can ～. It’s ～．
を用いて、おすすめの国や地
域とその理由などについて、
伝えることができる。

～ is ・・・.
You can ～. It’s ～．
を用いて、おすすめの国や
地域とその理由などについ
て、伝えようと努力している。

ルーブリック Unit ３ Let’s go to Italy.

ALTや友達に世界の国々のよさを
伝えるために、おすすめの国や地域と
その理由などについて、自分の考えや
気持ちを含めて話すことができる。

話すこと【speaking】

[発表]



Unit 3 Let’s go to Italy. （東京書籍 NEW HORIZON Elementary English Course 6） 

A：Hello.  
B：Hello. 
A：Welcome to my shop. 
A：China is a nice country. 
A：You can see the Great Wall. 
A：Do you know this wall? 
B：No, I don’t. 
A：It’s very long and old. 
A：You can see pandas. 
A：Do you like pandas? 
B：Yes, I do. 
A：Pandas are very cute! 
A：You can eat Peking duck. 
A：It’s a famous Chinese food. 
A：It’s very delicious. 
A：Let’s go to China. 
A：Thank you for listening. 
B：Thank you. 

A：Hello.  
B：Hello. 
A：Welcome to my shop. 
A：China is a nice country. 
A：You can see the Great Wall. 
A：It’s very long . 
B：Oh, I see. 
A：You can eat Peking duck. 
A：It’s delicious. 
A：Let’s go to China. 
A：Thank you for listening. 
B：Thank you. 

◯単元の目標

ALTや友達に世界の国々のよさを伝えるために、おすすめの国や地域とその理由などについて、自分の考え

や気持ちを含めて話すことができる。 

１ 始めの挨拶 
２ おすすめの国や地域の紹介 
３ その理由① 
４ その理由② 
５ 自分の考えや感想 など 
６ 終わりの挨拶 

１ 始めの挨拶 
２ おすすめの国や地域の紹介 
３ その理由① 
４ その理由② 
５ その理由③ 
６ 自分の考えや感想 など 
７ 終わりの挨拶 

※おすすめの国やその理由などについて、学習

した表現を使って自分の思いを伝えたり、相手

を意識して話したりしている。 

※領域は話すこと[発表]であるが、相手を意識した発表になるよう聞き手 Bを設定している。

★単元の中心となる言語活動のモデル動画(例)★３


	①Ⅰ　バックワード・デザイン　ルーブリック　(佐和山小_Unit3)　
	③Ⅰ　モデル動画(例)　(佐和山小_Unit3)　

